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寺
越
昭
二
氏
、
寺
越
外
雄
氏
そ
し
て
寺
越
武
志
氏
の
拉
致
認
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

寺
越
昭
二
氏
、
寺
越
外
雄
氏
そ
し
て
寺
越
武
志
氏
（
以
下
、
敬
称
略
）
の
三
人
は
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
十
一
日
、
日
本
海

に
同
じ
船
に
乗
っ
て
漁
に
出
て
帰
ら
ず
、
破
損
し
た
船
だ
け
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
遭
難
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
失

踪
か
ら
二
十
四
年
後
の
昭
和
六
十
二
年
一
月
二
十
二
日
、
寺
越
外
雄
か
ら
日
本
に
い
る
姉
に
、
北
朝
鮮
で
生
活
し
て
い
る
と
い

う
手
紙
が
届
き
、
失
踪
当
時
十
三
歳
の
寺
越
武
志
も
北
朝
鮮
に
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
失
踪
当
時
、
彼
等
に
日

本
海
上
で
自
分
達
の
船
を
離
れ
て
北
朝
鮮
に
渡
航
す
る
意
志
も
手
段
も
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
の
で
、
そ
の
時
彼
等
は
、
北
朝
鮮

に
日
本
海
上
で
拉
致
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
政
府
は
、
未
だ
に
寺
越
昭
二
ら
三
人
を
拉
致
被
害
者
と
認
定
せ
ず
、
そ
の
根
拠
を
、
北
朝
鮮
に
居
住
す
る
寺
越

武
志
自
身
が
拉
致
さ
れ
た
と
明
言
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
自
由
な
発
言
が
許
さ
れ

な
い
北
朝
鮮
の
実
状
を
無
視
し
た
理
屈
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
拉
致
被
害
者
救
出
を
使
命
と
す
る
政
府
の
と
る
べ
き
態
度
で
は

な
い
。

何
故
な
ら
、
寺
越
武
志
の
よ
う
に
拉
致
被
害
者
本
人
が
拉
致
さ
れ
た
と
明
言
し
な
い
こ
と
を
以
て
政
府
が
拉
致
被
害
者
と
認

定
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
五
年
前
に
帰
国
で
き
た
蓮
池
薫
氏
等
拉
致
被
害
者
五
名
も
北
朝
鮮
に
お
い
て
は
拉
致
さ
れ
た
と
明
言

一



し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
彼
等
も
拉
致
被
害
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
現
在
北
朝
鮮
に
居
る
他
の
全
て
の
拉
致
被
害

者
が
あ
る
日
記
者
会
見
を
さ
せ
ら
れ
て
拉
致
を
否
定
す
れ
ば
、
も
は
や
拉
致
被
害
者
は
存
在
せ
ず
、
政
府
は
、
「
拉
致
問
題
は

解
決
済
み
」
と
い
う
北
朝
鮮
の
主
張
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
態
は
、
政
府
に
よ
る

拉
致
被
害
者
の
切
り
捨
て
、
つ
ま
り
救
出
の
放
棄
を
意
味
す
る
。

よ
っ
て
、
寺
越
事
件
は
全
拉
致
被
害
者
救
出
の
成
否
を
左
右
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
対

策
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
寺
越
昭
二
、
寺
越
外
雄
お
よ
び
寺
越
武
志
（
以
下
、
右
三
名
と
い
う
）
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
の
消
息
を
如
何

に
把
握
し
て
い
る
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
右
三
名
を
保
護
ま
た
は
救
出
す
べ
き
日
本
国
民
と
考
え
て
い
る
の
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。

三

平
成
十
四
年
四
月
十
八
日
、
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
に
お
い
て
、
漆
間
巌
警
察
庁
警
備
局
長
（
当
時
）
は
、
「
（
認
定

以
外
の
）
拉
致
の
可
能
性
の
あ
る
事
案
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
つ
か
ん
で
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
認
定
以

外
の
拉
致
事
件
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
平
成
十
八
年
十
月
十
六
日
、
政
府
拉
致
問
題
対
策
本
部
が
決
め
た
「
拉
致
問
題
に
お

二



け
る
今
後
の
対
応
方
針
」
（
以
下
、
対
応
方
針
と
い
う
）
第
五
項
に
、
「
特
定
失
踪
者
な
ど
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
し
得
な

い
事
案
の
捜
査
・
調
査
を
推
進
」
す
る
旨
記
載
が
あ
る
が
、
政
府
は
、
右
三
名
に
つ
い
て
捜
査
・
調
査
を
推
進
す
べ
き
拉
致

の
可
能
性
の
あ
る
事
案
と
考
え
て
き
た
の
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。

四

平
成
十
八
年
十
二
月
十
三
日
、
拉
致
問
題
国
際
会
議
参
加
者
ら
が
招
聘
さ
れ
た
政
府
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、
漆
間
警

察
庁
長
官
（
当
時
）
は
、
寺
越
昭
二
の
息
子
ら
に
「
（
寺
越
昭
二
失
踪
事
件
は
）
拉
致
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る

が
、
政
府
は
右
三
名
が
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。

五

北
朝
鮮
は
、
寺
越
昭
二
が
北
朝
鮮
上
陸
後
に
病
死
し
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
亡
命
工
作
員
安
明
進
は
、
寺
越
昭
二
は
海

上
の
拉
致
現
場
で
抵
抗
し
た
た
め
北
朝
鮮
工
作
員
に
よ
り
射
殺
さ
れ
た
と
証
言
し
て
い
る
。

寺
越
昭
二
の
家
族
は
、
北
朝
鮮
が
い
う
よ
う
に
同
人
が
北
朝
鮮
で
病
死
し
た
の
な
ら
遺
骨
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
家
族
に
遺

骨
を
返
せ
と
求
め
て
い
る
が
、
北
朝
鮮
は
真
新
し
い
墓
の
写
真
や
墓
の
土
な
ど
を
渡
す
の
み
で
遺
骨
を
返
し
て
い
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
寺
越
昭
二
が
北
朝
鮮
工
作
員
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
た
疑
い
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
、
寺
越
昭
二
が
北
朝
鮮
工
作
員
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
た
疑
い
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。

六

政
府
は
、
対
応
方
針
第
一
項
で
、
「
全
て
の
拉
致
被
害
者
の
安
全
確
保
と
即
時
帰
国
、
真
相
究
明
、
実
行
犯
引
渡
し
」
を

三



北
朝
鮮
に
要
求
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

政
府
は
、
こ
こ
で
い
う
真
相
究
明
に
は
右
三
名
の
事
案
の
真
相
究
明
も
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
回
答
さ
れ
た

い
。

七

政
府
は
、
北
朝
鮮
と
の
外
交
交
渉
の
中
で
、
右
三
名
の
事
案
を
如
何
に
扱
っ
て
き
た
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。

八

政
府
は
、
「
拉
致
問
題
の
解
決
な
し
に
北
朝
鮮
と
の
国
交
正
常
化
は
し
な
い
」
と
い
う
原
則
を
掲
げ
て
、
「
全
て
の
拉
致

被
害
者
の
安
全
確
保
と
即
時
帰
国
、
真
相
究
明
、
実
行
犯
引
渡
し
」
を
求
め
て
い
る
が
、
右
三
名
の
事
案
と
寺
越
昭
二
殺
人

容
疑
に
関
し
て
真
相
究
明
と
実
行
犯
引
渡
し
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
北
朝
鮮
と
の
国
交
正
常
化
の
条
件
と
考
え
て
い
る
の
か
、

回
答
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


